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RLモデルのパラメータ推定

• ⼀般化RLモデル(ndrl)と正規化時間割引率RLモデル(nldrl)を⽐較
- Bellman⽅程式に⼊る時間割引率が違う

- 𝑙!はリンクaのリンク⻑
- ⼀般化RLモデルの𝛽はリンクごとに割り引かれるので、時間に対する期待効⽤の低減を表現できな

いのを、𝛽"# = 𝛽
!"
# = 𝛽$%"（歩⾏速度𝑤は⼀定）としているという。（以下の部分）
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←正規化時間割引率RLモデル



RLモデルのパラメータ推定

• 豊洲NW
• 説明変数の設定

• リンク⻑(百m)
• リンクから半径10m以内にある商業⽤建物の建物⾯積(m2?)
• 歩道幅(m)
• 広場公園ダミー
• 歩道緑化ダミー
• 折り返しダミー
• 右左折ダミー
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RLモデルのパラメータ推定
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推定結果
• 正規化時間割引率RLモデルを⽤いることにより

尤度⽐が⼤きく上昇した

• パラメータの正負に関しては、沿道店舗⾯積や
歩道幅、広場公園ダミー、歩道緑化ダミーで負
の値を取っており、直感に反する。

• 正規化時間割引率RLの⽅は収束しにくかったの
で、初期値を変えたり、最適化計算の許容誤差
を緩めたりした(10^-6)。

• 6/1追記：初期尤度が⼤きく異なるのは、異なる
初期値での尤度を使っていたからでした。



多段階最適化・EMアルゴリズム
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クラスなしモデルの推定結果

説明変数
• 補助⾦(千万円)
• 復興期間(年)
• 年間所得
• 第⼀次産業ダミー(世帯の誰かが第⼀次産業従事者なら1)

気づいたこと
• パラメータの正負は直感にあう
• 市外再建の第⼀次産業ダミーが市内再建や防集に⽐べて

低くなっており、第⼀次産業に従事する⼈は市内再建や
防集に⽐べると市外への移転の効⽤が低いことがわかる

• 尤度⽐がとても⼩さい



多段階最適化・EMアルゴリズム

クラス分けありモデルの推定結果
• 先程の変数設定で回したかったが、繰り返し

計算が収束せず
• 以下の説明変数を設定した

• 補助⾦(千万円)
• 復興期間(年)
• 年間所得

• 気づいたこと
• クラスを分けると尤度⽐が⼤きく上昇す

る
• クラス1は補助⾦より復興期間を優先す

る層で、クラス2は復興期間より補助⾦
を優先する層と予想できる
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多段階最適化・EMアルゴリズム

⽬的関数の最⼤化
• ⽬的関数 ‒ 住⺠の期待効⽤最⼤化とする。
max(∑𝑊 − 𝑐𝑜𝑠𝑡) ※W は期待最⼤効⽤、cost は補助⾦総額と予算の差分の2乗

• 予算は各世帯に500万円、復興期間は居住形態によらず5年。

• このとき最適な補助⾦配分は、市外再建に0円、市内再建に940万円、防集に920万円。
• 各居住形態を選択する世帯数は市外再建81世帯、市内再建374世帯、防集154世帯、災害公営380世帯
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多段階最適化・EMアルゴリズム

⽬的関数の最⼤化
• ⽬的関数 ‒ ⼈⼝流出最⼩化とする。
max(−𝑁&'#) ※Noutは市外での再建⼈数

• 予算は各世帯に500万円、復興期間は居住形態によらず5年。

• このとき最適な補助⾦配分は、市外再建に150万円、市内再建に1000万円（上限）、防集に1000万円
（上限）????
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